
題材の評価規準は、学習指導要領解説Ｐ６０
「技術分野 資質・能力系統表」等を参考にしな
がら具体的に作成する。
◆「知識・技能」は、基本的には当該項目で育成
を目指す資質・能力に該当する指導事項アに
ついて，その文末を分野の観点の趣旨に基
づき，「～について（を）理解している」，「～が
できる技能を身に付けている」として作成す
る。
◆「思考・判断・表現」は、基本的には当該項目
で育成を目指す資質・能力に該当する指導事
項イについて，その文末を分野の観点の趣旨
及び学習過程における各項目の位置付けに
基づき「～について考えている」として作成
する。
◆「主体的に学習に取り組む態度」は基本的に
は，分野の観点の趣旨に基づき，当該項目の
指導事項ア，イに示された資質・能力を育成
する学習活動を踏まえて，文末を「～しよう
としている」として作成する。
また、この観点の評価規準は，一連の学習
過程で育成される資質・能力の関連に配慮し
整理することが大切である。例えば，各内容
における（１）で身に付ける「知識及び技能」や
「思考力，判断力，表現力等」の資質・能力は，
各内容における（２）及び内容の「Ｄ情報の技
術」の（３）の「技術による題の解決」の学習に
生かされるものであることから，各内容の
（１）では「主体的に技術について考え，理解し
ようとする態度」について評価することが考
えられる。

１ 題材構想

中学校第３学年 技術・家庭科（技術分野）学習構想案（１）の「知識及び技能」の目標については、基
本的に各内容Ａ～Ｄの指導事項アの文末を「～
について理解する。」「～できる。」として示す。
（２）「思考力、判断力、表現力等」の目標につ
いては、基本的に各内容Ａ～Ｄの指導事項イの
文末を「考える。」として示す。
（３）「学びに向かう力、人間性等」は基本的に
学習指導要領解説に例示されている文章（Ａ
（１）ではＰ２７，６行目～）やＰ６０「技術分野 資
質・能力系統表」を参考に「～の態度を育成す
る。」として示す。

今後の実生活の場面で、学習したこ
とを生かそうとする姿を想定して、書
き表した例

㋐実生活の場面を示しています。
㋑本題材の学習内容、目標や評価規
準を要約している言葉を示していま
す。
㋒実生活の場面でどのように活動し
たり、考えたりしようとしているか
を示しています。

統合的な問題を解決するため、「B生物育成の技術」で見
いだした問題から課題を設定し、「D情報の技術」（３）にお
いて解決することを想定して書き表した例
㋓学習内容や指導事項に関する言葉を示しています。
㋔必然的に見方・考え方を働かせるような、表現をするこ
とも考えられます。

題材を通した学習課題を踏まえて、ど
のような視点で物事を捉えて（見方）、ど
のような考え方で思考していくか（考え
方）を想定して、書き表した例

㋕教科等の特質に応じた見方に関する
内容を示しています。
㋖教科等の特質に応じた考え方に関す
る内容を示しています。

㋐ ㋑ ㋒

□目標や評価規準を踏まえ、具体的な
学習や生活の場面での子供の姿と
なっていますか
（文末は「～している（しようとしている）子供
（児童生徒）」）

□子供たちと共有できる表現になっ
ていますか

技術・家庭科（技術分野）における学習構想案作成のポイント 熊本の子供を、「学びの主体」として育てるために！

子供たちに求められる資質・能力を確実に育むためには、「主体的・対話的で深い
学び」の視点による授業改善を進めていくことが重要です。そのため、題材を通し
てどのような子供たちの姿を目指していくのかを明確にイメージし、題材を構想し
ましょう。

★「題材終了時の子供の姿」のポイント○題材の目標及び評価規準の設定

★「題材を通した学習課題」のポイント

★「本題材で働かせる見方・考え方」
のポイント

技術・家庭科（技術分野）の場合、題材の目標
を、次のように設定します。

□子供たちが題材を通して興味・関心をもって深く考える
ことができる学習課題ですか
□見方・考え方を働かせて課題解決を図ることができる
ものですか
□子供たちと共有できる表現ですか
□題材のゴールの姿に迫るものですか

□題材を通した学習課題を解決するため
の見方・考え方となっていますか
□見方・考え方を働かせると深い学びに
なりますか

㋓ ㋔
㋕

㋖


